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弔

辞

松
尾
洋
様
の
ご
霊
前
に
謹
ん
で

お
別
れ
の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま

す
。
委
員
長
残
念
で
す
。
大
変
悔

し
い
よ
、
早
す
ぎ
る
よ
。

Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
も
２３
年
目
の

半
ば
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
国
労
内

の
不
団
結
も
解
消
さ
れ
裁
判
で
も

当
局
の
不
当
労
働
行
為
が
明
ら
か

に
な
り
、
人
道
的
立
場
に
立
っ

て
、
人
権
問
題
と
し
て
解
決
に
向

け
て
進
ん
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
第
４５
回
衆
議
院
解
散

総
選
挙
で
は
政
権
交
代
が
実
現

し
、
政
権
与
党
の
中
で
、
ま
さ
に

解
決
に
向
け
て
動
き
出
し
た
矢
先

の
訃
報
で
し
た
。

あ
な
た
は
、「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事

件
に
つ
い
て
は
、
俺
達
の
時
代
に

俺
達
の
責
任
で
必
ず
解
決
し
て
Ｊ

Ｒ
の
組
合
員
に
引
き
継
ご
う
」
と

よ
く
話
し
て
い
ま
し
た
ね
。

私
達
も
松
尾
委
員
長
の
執
行
部

の
時
に
一
緒
に
解
決
し
た
か
っ

た
。
し
か
も
、
昨
年
、
わ
れ
わ
れ

の
仲
間
の
み
ん
な
が
熱
望
し
て
い

た
る
み
子
さ
ん
を
迎
え
ら
れ
、
病

気
が
回
復
す
れ
ば
、
さ
さ
や
か
で

も
、
お
二
人
交
え
て
お
祝
い
を
と

思
っ
て
い
ま
し
た
の
に
、
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
の
始
め
頃
か
ら
、「
風
邪

を
引
い
た
よ
う
で
な
か
な
か
咳
き

が
止
ま
ら
な
い
」
と
言
っ
て
お
ら

れ
た
頃
か
ら
発
病
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
７
月
末
の
国
労
全
国
大

会
を
前
後
し
て
、
検
査
・
入
院
の

結
果
、
病
名
は
下
咽
頭
が
ん
の
宣

告
で
し
た
が
、
私
た
ち
は
、
あ
な

た
の
「
声
が
出
な
く
な
っ
た
ら
お

れ
の
仕
事
が
出
来
な
く
な
る
、
声

帯
だ
け
は
残
し
て
く
れ
」
と
医
者

に
言
っ
た
と
聞
き
、
必
ず
元
気
で

戻
っ
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い

ま
し
た
。

あ
な
た
は
、
昭
和
４２
年
４
月
に

国
鉄
鳥
栖
機
関
区
に
採
用
さ
れ
、

国
労
鳥
栖
支
部
、
佐
賀
県
支
部
、

佐
賀
地
区
本
部
と
常
に
国
労
運
動

の
中
心
的
役
割
の
任
を
担
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

特
に
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
厳

し
い
時
期
に
は
佐
賀
県
支
部
の
書

記
長
・
委
員
長
と
し
て
県
内
で
９６

名
が
国
鉄
清
算
事
業
団
か
ら
不
当

に
も
解
雇
さ
れ
ま
し
た
が
、
闘
争

団
員
の
生
活
を
守
り
抜
き
、
不
採

用
事
件
の
解
決
に
向
け
運
動
に
邁

進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

執
行
委
員
長
と
し
て
の
重
責
で
の

苦
労
も
病
気
の
要
因
の
一
つ
と
思

い
ま
す
。

思
い
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
つ
い

先
日
、
１１
月
末
の
地
区
本
部
大
会

に
向
け
て
、
執
行
部
と
し
て
闘
い

半
ば
で
病
魔
と
必
死
に
闘
っ
て
い

る
松
尾
委
員
長
が
安
心
し
て
闘
病

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
頑
張
る
こ

と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

お
別
れ
に
あ
な
た
の
願
い
で
あ

る
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
解
決

と
Ｊ
Ｒ
組
合
員
の
さ
ら
な
る
団
結

で
国
労
佐
賀
地
区
本
部
を
守
り
抜

く
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

長
い
間
の
運
動
、
病
気
と
の
闘

い
た
い
へ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ど
う
ぞ
ゆ
っ
く
り
お
眠
り
下
さ

い
。

佐
賀
地
区
本
部
副
委
員
長

稗
田
九
州
男

追
悼
の
辞

２
０
０
９
年
１０
月
２１
日
午
前
８

時
２４
分
、
か
ね
て
よ
り
入
院
療
養

中
で
あ
っ
た
藤
原
秀
康
さ
ん
が
、

肺
ガ
ン
の
た
め
５９
歳
で
急
逝
さ
れ

ま
し
た
。

１０
月
２３
日
の
お
通
夜
、
２４
日
の

告
別
式
に
は
、
全
国
か
ら
た
く
さ

ん
の
ご
供
花
や
ご
香
料
、
弔
電
が

届
け
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
厚

情
に
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

藤
原
さ
ん
は
１
９
７
３
年
１１
月

に
臨
時
雇
用
員
と
し
て
国
鉄
に
入

社
さ
れ
、
１
９
７
５
年
４
月
旭
川

鉄
道
管
理
局
剣
淵
駅
に
準
職
運
輸

係
と
し
て
、
本
人
の
夢
で
も
あ
っ

た
国
鉄
マ
ン
と
し
て
の
人
生
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

準
職
運
輸
係
以
降
、
運
輸
係
・

構
内
係
・
営
業
係
な
ど
を
経
な
が

ら
、
１
９
８
３
年
に
は
車
掌
と
な

り
ま
し
た
。
仕
事
ぶ
り
は
勤
勉
・

真
面
目
に
業
務
を
遂
行
し
、
仲
間

か
ら
の
信
頼
も
厚
か
っ
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化

攻
撃
が
激
し
さ
を
増
す
中
で
、

１
９
８
７
年
２
月
１６
日
に
は
不
当

な
採
用
差
別
に
よ
っ
て
、
誇
り
を

持
っ
て
行
っ
て
き
た
業
務
を
奪
わ

れ
、
国
鉄
清
算
事
業
団
旭
川
第
２

雇
用
対
策
支
所
へ
送
り
込
ま
れ
、

３
年
後
に
は
清
算
事
業
団
か
ら
も

２
度
目
の
解
雇
を
受
け
、
こ
の

間
、
旭
川
闘
争
団
の
一
員
と
し
て

「
解
雇
撤
回
・
地
元
Ｊ
Ｒ
復
帰
」

に
向
け
て
と
も
に
闘
っ
て
き
ま
し

た
。闘

争
団
と
な
っ
て
か
ら
は
、
雇

用
対
策
支
所
時
代
に
身
に
つ
け
た

糸
鋸
で
の
木
工
ク
ラ
フ
ト
を
作

り
、
ホ
テ
ル
の
土
産
物
店
に
納
入

し
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
終
了

し
て
か
ら
は
、
土
木
・
建
築
の
ア

ル
バ
イ
ト
に
生
活
費
と
闘
争
費
を

稼
ぎ
出
す
た
め
に
従
事
し
て
い
ま

し
た
。
８
年
程
前
に
気
管
支
に
腫

瘍
が
見
つ
か
り
、
１２
時
間
に
も
お

よ
ぶ
大
手
術
を
受
け
一
時
は
回
復

・
退
院
も
さ
れ
ま
し
た
。
数
年
前

に
ガ
ン
が
肺
に
転
移
し
、
さ
ら
に

は
脊
髄
に
も
転
移
が
認
め
ら
れ
、

そ
の
度
に
入
院
し
大
変
つ
ら
い
放

射
線
治
療
・
抗
ガ
ン
剤
治
療
と
、

ま
さ
に
病
気
と
の
闘
い
で
も
あ
り

ま
し
た
。

本
年
８
月
に
は
大
変
危
険
な
状

態
と
な
り
、
本
人
の
頑
張
り
な
ど

に
よ
り
持
ち
直
し
ま
し
た
が
、
１０

月
中
旬
よ
り
容
態
が
急
速
に
悪

化
、
本
人
の
頑
張
り
や
家
族
の
看

護
、
さ
ら
に
は
医
師
の
懸
命
な
治

療
に
よ
り
乗
り
越
え
て
く
れ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
不

当
解
雇
撤
回
の
解
決
の
日
を
迎
え

る
こ
と
な
く
、
永
遠
の
お
別
れ
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昨
年
の
鉄
運
機
構
訴
訟
控
訴
審

の
第
１
回
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、

病
に
冒
さ
れ
て
い
る
身
体
を
押
し

て
東
京
高
裁
で
意
見
陳
述
を
行
っ

て
い
る
だ
け
に
、
こ
の
問
題
の
解

決
を
見
ず
に
逝
か
れ
て
し
ま
っ
た

藤
原
さ
ん
の
無
念
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
一
日
も
早
く
藤
原

さ
ん
の
ご
霊
前
に
不
当
解
雇
撤
回

の
解
決
を
報
告
で
き
る
よ
う
、
藤

原
さ
ん
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
な
が

ら
、「
雇

用
・
年

金
・
解

決

金
」

の
３
本
柱
を
始
め
と
す
る
路
頭
に

迷
わ
な
い
解
決
を
勝
ち
取
る
ま

で
、
旭
川
闘
争
団
と
し
て
全
力
で

闘
い
続
け
ま
す
。

藤
原
さ
ん
の
安
ら
か
な
永
眠
を

祈
り
な
が
ら
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。

旭
川
闘
争
団

団
長

内
田
泰
博

藤藤
原原
秀秀
康康
ささ
んん

をを
悼悼
むむ

早早
期期
解解
決決
必必
ずず
果果
たた
すす

昨
年
高
裁
で
意
見
陳
述
も

松
尾
洋
さ
ん
、残
念
だ

故藤原秀康さ
ん 故松尾洋さ

ん

１２
・
２９

国
連
軍
縮
委
員
会

で
核
廃
絶
決
議
（
提
出
国
・
日

本
）
を
１６
年
連
続
で
採
択
。

１２
・
３０

９
月
有
効
求
人
倍

率
０
・
４３
倍
で
過
去
最
悪
の
前

月
よ
り
０
・
０１
ポ
イ
ン
ト
上

昇
。
完
全
失
業
率
は
前
月
よ
り

０
・
２
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
５
・

３
％
▽
国
立
感
染
症
研
究
所
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
受
診
患
者

７
月
上
旬
以
降
の
累
計
４
３
１

万
人
と
発
表
。

１１
・
１

米
商
業
金
融
大
手

Ｃ
Ｉ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
連
邦
破
産

法
第
１１
条
適
用
を
申
請
。
史
上

５
番
目
の
大
型
破
綻
。

１１
・
３

１０
年
１２
月
開
業
予

定
の
東
北
新
幹
線
八
戸
―
新
青

森
間
敷
設
工
事
完
了
し
新
青
森

駅
構
内
で
レ
ー
ル
締
結
式
。

１１
・
５

日
本
航
空
、
再
建

計
画
に
先
行
し
て
不
採
算
の
国

内
８
路
線
と
国
際
８
路
線
の
廃

止
発
表
。

１１
月
５
日
、
本
部
は
貨
物
会
社

と
年
末
手
当
の
第
２
回
団
体
交
渉

を
開
催
し
、
会
社
か
ら
２
０
０
９

年
度
上
半
期
営
業
成
績
速
報
と
１０

月
の
営
業
日
報
に
よ
る
収
入
動
向

等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

内
容
は
、
製
造
業
の
減
産
体
制
の

継
続
や
消
費
の
急
激
な
落
ち
込
み

も
あ
り
、
年
度
初
よ
り
低
調
に
推

移
。
コ
ン
テ
ナ
貨
物
は
前
年
比
８４

・
９
％
。
車
扱
貨
物
も
前
年
比
９２

・
８
％
と
な
っ
た

な
ど
を
説

明
し
収
入
乖
離
に
よ
る
厳
し
さ
を

強
調
し
た
。

収
入
動
向
の
説
明
を
受
け
て
組

合
側
は
、「
貨
物
の
置
か
れ
た
状

況
に
つ
い
て
は
、
こ
の
間
も
指
摘

し
て
い
る
が
、
経
費
構
造
な
ど
が

赤
字
を
招
く
要
因
な
ど
根
本
的
な

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
構

造
矛
盾
を
解
消
し
な
け
れ
ば
な
か

な
か
変
わ
ら
な
い
が
、
一
方
で
Ｊ

Ｒ
の
中
で
も
最
低
の
賃
金
に
置
か

れ
、
発
足
時
の
社
員
数
は
鉄
道
事

業
部
門
で
も
５
０
０
０
人
と
半
減

し
、
人
件
費
も
抑
制
さ
れ
て
い

る
。
労
働
者
に
対
す
る
還
元
も
必

要
で
あ
る
」
と
主
張
。

会

社

側

は
、「
会

社

と

す

れ

ば
、
与
え
ら
れ
た
ス
キ
ー
ム
の
中

で
努
力
し
て
い
く
の
が
経
営
の
使

命
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
回
答
し

た
。ま

た
組
合
側
が
、「
第
１
回
交

渉
時
に
、
０
・
１
カ
月
の
原
資
は

２
億
円
で
あ
る
と
し
た
が
、
こ
の

間
、
機
関
車
・
貨
車
な
ど
へ
毎
年

投
資
を
行
っ
て
い
る
。
設
備
投
資

も
必
要
で
あ
る
が
、
社
員
に
対
す

る
投
資
も
必
要
で
は
な
い
の
か
」

と
述
べ
た
の
に
対
し
て
、
会
社
側

は
、「
収
入
動
向
で
も
説
明
し
た

が
、
徐
々
に
回
復
し
て
き
て
い
る

と
し
て
も
、
依
然
と
し
て
、
貨
物

会
社
の
収
入
は
、
運
輸
収
入
・
輸

送
量
も
計
画
か
ら
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
先
行
き
も

不
透
明
で
あ
り
厳
し
い
状
況
で
あ

る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

第
３
回
団
体
交
渉
は
、
１１
月
１３

日
を
予
定
し
て
い
る
。

年末手当

会
社
が
収
入
動
向
説
明

貨
物
の
第
２
回
団
体
交
渉

時

間

１１
月
２６
日
１７
時
半
〜

場

所

星
陵
会
館

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の

解
決
に
向
け
た
１１
・
２６
集
会

２６歳青年が加入
武蔵小金井駅連合分会
１１月４日、東京地本八王子地区本部

の武蔵小金井駅連合分会で２６歳青年

が国労に加入した。

「
婚
活
」
が
大
き

な
社
会
ビ
ジ
ネ
ス
と

な
り
幾
多
の
出
版
物

も
出
さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
５
年
の
国
勢

調
査
で
は
、
３０
歳
代

前
半
で
結
婚
し
て
い
な
い
人
は
２

人
に
１
人
。
女
性
で
は
３
人
に
１

人
に
拡
大
。
こ
の
２０
年
ほ
ど
で
急

激
に
晩
婚
化
し
、
５０
代
で
一
度
も

結
婚
し
な
い
非
婚
化
も
進
ん
で
い

る
▼
「
婚
活
」
と
い
う
言
葉
を
生

み
出
し
「
『
婚
活
』
時
代
」
の
著

者
で
あ
る
山
田
昌
弘
氏
は
、
若
者

が
結
婚
し
な
く
な
っ
た
原
因
を

「
お
見
合
い
」「
職
場
の
紹
介
」

か
ら
恋
愛＝

結
婚
と
い
う
規
範
が

崩
れ
、
働
く
女
性
は
自
立
し
、
男

性
は
非
正
規
雇
用
の
増
大
な
ど
経

済
格
差
が
拡
大
す
る
中
で
結
婚
し

た
く
て
も
出
来
な
い
の
は
当
然
と

分
析
し
て
い
る
▼
一
方
、
結
婚
の

本
質
を
国
家
の
労
働
力
確
保
と
再

生
産
、
秩
序
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

し
て
強
制
し
て
い
る
制
度
だ
と
指

摘
す
る
意
見
も
あ
る
。
い
ず
れ
も

今
日
の
現
状
と
国
家
の
狙
い
に
つ

い
て
的
を
得
た
分
析
・
指
摘
だ
と

思
う
。
そ
の
国
家
が
、
社
会
保
障

を
貧
困
化
し
労
働
者
派
遣
法
の
改

悪
、
母
子
保
護
規
制
の
撤
廃
な
ど

労
働
法
制
の
改
悪
で
今
日
の
状
況

を
招
く
要
因
を
作
り
出
し
て
き
た

だ
け
に
大
き
な
矛
盾
で
は
な
い
か

▼
民
主
党
連
立
政
権
は
「
子
供
は

国
家
の
財
産
」と
主
張
し
て
い
る
。

小
泉
「
構
造
改
革
路
線
」
に
よ
る

国
民
・
労
働
者
い
じ
め
の
政
策
転

換
を
強
く
期
待
し
た
い
。
結
婚
生

活
も
二
十
数
年
を
迎
え
子
供
の
教

育
費
に
翻
弄
さ
れ
る
仲
間
。
国
際

結
婚
を
し
て
新
た
な
命
の
誕
生
を

心
待
ち
に
し
、
新
婚
生
活
を
謳
歌

す
る
同
世
代
の
友
人
。「
婚
活
」

は
諦
め
て
独
身
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
す
る
先
輩
。
結
婚
に
対
す
る
価

値
観
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
ま
さ

に「
人
生
い
ろ
い
ろ
」で
あ
る
。（
星
）
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派
遣
法
改
正
、
待
っ
た
な
し

。
労
働
者
派
遣
法
改
正
に
対
す

る
財
界
・
使
用
者
側
の
抵
抗
が
強

ま
る
な
か
、
労
働
組
合
や
法
律
家

な
ど
が
１０
月
２９
日
、
東
京
・
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
で
派
遣
法
の
抜
本

改
正
を
求
め
る
集
会
を
開
き
、
２

５
０
０
人
が
参
加
。
集
会
後
は
、

国
会
ま
で
デ
モ
行
進
し
た
。
主
催

は
、
幅
広
い
労
組
や
市
民
団
体
な

ど
で
つ
く
る
「
労
働
者
派
遣
法
の

抜
本
改
正
を
め
ざ
す
共
同
行
動
」
。

労
働
者
派
遣
法
を
め
ぐ
っ
て

は
、
登
録
型
と
製
造
業
務
の
派
遣

を
原
則
禁
止
す
る
こ
と
が
政
権
与

党
間
で
合
意
さ
れ
て
い
る
が
、
政

府
の
諮
問
機
関
で
あ
る
労
働
政
策

審
議
会
で
は
、
改
正
に
否
定
的
な

発
言
が
相
次
い
で
い
る
。
特
に
、

中
立
的
立
場
の
公
益
委
員
か
ら
改

正
に
後
ろ
向
き
な
発
言
が
多
い
こ

と
に
つ
い
て
、
日
本
労
働
弁
護
団

の
棗
一
郎
弁
護
士
は
「
不
安
定
雇

用
や
派
遣
切
り
を
生
み
出
し
た
の

は
だ
れ
か
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち

は
労
政
審
に
突
き
つ
け
、
包
囲
し

て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③

【
１０
月
３１
日
の
水
戸
地
本
定
期
大

会
を
も
っ
て
全
エ
リ
ア
・
地
方
本

部
の
機
関
整
備
が
完
了
し
た
】

盛
岡
地
本

執
行
委
員
長
（
闘
争
委
員
長
）

�
齋
藤
庄
司
（
総
括
、
政
治
共
闘

部
長
）
▽
執
行
副
委
員
長
（
闘
争

副
委
員
長
）
�
阿
部
一
久
（
調
査

部
長
、
教

宣
）
、
小

林

良

宏
（
総

務
・
財
政
部
長
、
法
対
部
長
、
企

画
、
政
治
共
闘
）
▽
書
記
長
（
闘

争
副
委
員
長
）
�
佐
々
木
力
（
企

画
部
長
、
業
務
部
長
）
▽
執
行
委

員
（
闘
争
委
員
）
�
中
堤
聡
司
（
教

宣
部
長
、
組
織
）
、
菊
池
要
悦
（
組

織
部
長
、
青
年
対
策
部
長
、
業

務
）
▽
特
別
執
行
委
員
（
闘
争
委

員
）
�
小
野
寺
京
子
（
婦
人
部

長
）
、
佐
々
木
研
司
（
盛
岡
支
部

執
行
委
員
長
）
、
佐
々
木
政
志
（
青

森
支
部
書
記
長
）
▽
会
計
監
査
�

高
橋
亮
一
、
田
中
光
、
山
川
治
▽

特
別
執
行
委
員
�
高
橋
伸
二
、
奈

良
岡
克
也
、
浦
山
正
年
▽
顧
問
�

高
嶋
昭
一
。

秋
田
地
本

委
員
長
�
瀬
下
一
司
（
総
務
部

長
、
教
宣
、
国
労
会
館
）
▽
副
委

員
長
�
久
米
竜
一
（
政
治
・
共
闘

部
長
、
退
職
者
の
会
）
▽
書
記
長

�
渡
邉
敦
（
企
画
部
長
、
業
務
部

長
、
全
交
運
、
貨
物
、
家
族
会
）

▽
執
行
委
員
�
小
林
昭
宏
（
賃
金

・
福
対
・
調

査

部

長
、
組

織
）
、

後
藤
重
文
（
法
対
部
長
、
企
画
、

業
務
、
家

族

会
）
、
高

橋

毅
（
財

政
部
長
、
政
治
・
共
闘
、
業
務
、

賃

金
・
福

対
、
国

労

会

館
、
貨

物
）
、
佐
藤
浩
一
（
組
織
部
長
、

教
宣
部
長
）
▽
会
計
監
査
�
佐
野

誠
一
、
筒
井
円
悦
。

仙
台
地
本

執
行
委
員
長
（
闘
争
委
員
長
）

�
橋
本
昭
二
（
総
括
、
政
治
・
共

闘
部
長
）
▽
執
行
副
委
員
長
（
闘

争
副
委
員
長
）
�
中
島
利
彦
（
総

務
・
財
政
部
長
、
業
務
、
政
治
共

闘
）
、
曽
我
浩
之
（
企
画
副
部
長
、

組
織
部
長
、
業
務
、
調
査
）
▽
書

記
長
（
闘
争
副
委
員
長
）
�
五
十

嵐
敬
（
企
画
部
長
、
組
織
副
部

長
、
総
務
・
財
政
、
業
務
、
法
対
、

政
治
・
共
闘
）
▽
執
行
委
員
（
闘

争
委
員
）
�
大
沼
元
（
業
務
部

長
、
政
治
・
共
闘
）
、
佐
藤
勝
（
法

対
部
長
、
企
画
、
業
務
、
教
宣
）
、

武
田
昌
仙
（
教
宣
部
長
、
業
務
、

調
査
、
政

治
・
共

闘
）
、
歌

川

弘

（
調
査
部
、
業
務
）
、
岩
井
幸
二

（
教
宣
副
部
長
、
調
査
副
部
長
、

企
画
、
業
務
）
▽
婦
人
部
長
�
佐

藤
歳
子
▽
会
計
監
査
�
安
齋
則

之
、
阿
部
春
雄
、
本
田
要
一
。

新
潟
地
本

執
行
委
員
長
�
関
川
和
彦
（
総

括
・
共
闘
）
▽
執
行
副
委
員
長
�

上
石
昌
彦
（
法
対
・
調
査
）
▽
書

記
長
�
田
澤
忍
（
企
画
・
業
務
・

交
運
共
済
）
▽
執
行
委
員
�
山
田

久
（
財
政
・
総

務
）
、
藤

井

明

人

（
教
宣
・
貨
物
）
、
加
藤
秀
夫
（
組

織
・
青
年
対
策
）
▽
会
計
監
査
�

五
十
嵐
敏
幸
、
鷲
尾
太
郎
▽
書
記

�
渡
部
ス
エ
子
。

高
崎
地
本

執
行
委
員
長
�
横
塚
正
雄
（
総

括
・
政
治
部
長
）
▽
執
行
副
委
員

長
�
須
藤
光
夫
（
委
員
長
代
行
・

総
務
財
政
部
長
、
業
務
総
括
）
▽

書
記
長
�
唐
澤
武
臣
（
戦
術
委
員

長
・
企
画
・
組
織
、
共
闘
総
括
、

教
宣
総
括
・
法
対
部
長
）
▽
執
行

委
員
�
尾
臺
仁
（
企
画
、
組
織
、

共
闘
担
当
）
、
倉
林
誠
（
業
務
、

賃
金
、
福

対
、
調

査

担

当
）
、
高

橋
繁
（
企
画
・
教
育
、
宣
伝
、
文

化
、
組
織
、
共
闘
担
当
）
▽
特
別

執
行
委
員
�
山
田
行
雄
、
中
村
宗

一
▽
青
年
対
策
�
小
池
敏
晴
（
組

織
部
員
）
▽
会
計
監
査
�
糸
井
勝

美
、
萩
原
浩
、
大
野
一
郎
。

水
戸
地
本

（
担
務
指
定
�
１１
月
１８
日
）

執
行
委
員
長
（
闘
争
委
員
長
）

�
佐
藤
清
司
▽
副
執
行
委
員
長
（
闘

争
副
委
員
長
）
�
大
和
田
亨
▽
書

記
長
（
闘
争
委
員
）
�
菊
池
忠
志

▽
執
行
委
員
（
闘
争
委
員
）
�
赤

沼
廣
行
、
坂
本
公
則
、
富
田
繁

昌
、
塙
正
人
、
出
羽
正
則
▽
会
計

監
査
員
（
特
別
執
行
委
員
）
�
羽

生
光
雄
、
塩
澤
富
世
、
大
津
勝
▽

特
別
執
行
委
員
�
塚
原
良
雄
（
茨

城
支
部
執
行
委
員
長
）
、
森
山
利

浩
（
福
島
支
部
執
行
委
員
長
）
、

菊
地
悟
（
運
輸
協
議
会
議
長
）
、

渡
邉
隆
義
（
工
務
協
議
会
議
長
）
、

高
木
道
治
（
電
気
協
議
会
議
長
）
、

菊
池
輝
雄
（
運
転
協
議
会
議
長
）
、

斎
藤
七
重
（
地
本
婦
人
部
長
）
。

千
葉
地
本

執
行
委
員
長
�
小
林
春
彦
（
総

括
、
政
治
、
渉
外
）
▽
執
行
副
委

員
長
�
安
田
正
浩
（
財
政
部
長
、

法
対
、
労
働
委
員
会
、
貨
物
担
当
）

▽
書
記
長
�
坂
口
智
彦
（
企
画
、

渉
外
、
業
務
、
鉄
道
退
職
者
の
会
）

▽
執
行
委
員
�
松
田
優
一
（
組
織

部
長
、
総
務
、
組
織
、
政
治
、
法

対
、
犠
救
、
青

年

対

策
）
、
井

村

好
博
（
業
務
部
長
、
交
渉
）
、
越
川

幸
夫
（
教
宣
部
長
、
機
関
紙
、
教
育
、

宣
伝
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
、
飯

高
聡
明
（
調
査
・
福
対
部
長
、
賃

金
、
福
祉
、
調
査
）
▽
会
計
監
査

�
飯
田
正
洋
、
伊
藤
滋
仁
、
渡
辺

正
利
▽
書
記
�
木
村
勉
。

東
京
地
本

執
行
委
員
長
�
石
上
浩
一
（
総

括
）
▽
執
行
副
委
員
長
�
稲
荷
靖

（
総
括
補
佐
、
法
対
部
長
、
企
画

担
当
）
▽
書
記
長
�
松
川
聡
（
企

画
部
長
、
総
務
部
長
、
業
務
部
長
）

▽
執
行
委
員
�
鎌
田
博
一
（
財
政

部
長
、
企
画
・
業
務
担
当
）
、
宮
�

浩
則
（
組
織
部
長
、
企
画
・
教
宣

担
当
）
、
海
老
原
悟
（
調
査
部
長
、

組
織
・
教
宣
担
当
）
、
常
盤
達
雄
（
教

宣
部
長
、
組
織
・
調
査
担
当
）
、
中

澤
和
夫
（
政
治
部
長
、
組
織
・
法

対
担
当
）
、
山
田
博
樹
（
福
対
部
長
、

業
務
・
教
宣
担
当
）
、
横
倉
一
夫
（
業

務
担
当
、
組
織
担
当
、
政
治
担

当
）
、
恒

本

肇
（
業

務
・
法

対
・

組
織
担
当
）
、
岡
野
嘉
明
（
組
織

・
教
宣
・
調
査
担
当
）
▽
会
計
監

査
�
広
瀬
裕
二
、
千
代
村
直
孝
、

谷
川
春
男
▽
青
年
部
長
�
松
尾
郁

弥
▽
婦
人
部
長
�
阿
部
美
津
子
。

長
野
地
本

執
行
委
員
長
�
太
田
克
彦
（
総

括
）
▽
執
行
副
委
員
長
太
�
田
耕

三
（
委
員
長
補
佐
、
調
査
部
長
）
、

佐
藤
正
幸
（
委
員
長
補
佐
、
政
治

部
長
）
▽
書
記
長
�
諏
訪
浩
一
（
企

画
部
長
、
法
対
部
長
）
▽
執
行
委
員

�
原
山
真
（
総
務
・
財
政
部
長
）
、

粕
尾
彰
（
業
務
部
長
）
、
吉
澤
英
夫

（
組
織
部
長
）
、
清
水
孝
次
（
教
宣

部
長
）
、
田
中
義
久
（
共
闘
部
長
、

物
販
、
業
務
）
、
宇
佐
美
正
信
（
業

務
、
組
織
）
、
坂

本

善

昌
（
青

対

部
長
、
物
販
）
、
宮
本
充
（
組
織
、

教
宣
、
物
販
）
▽
会
計
監
査
�
上

倉
正
己
、
早
川
信
之
、
斉
藤
義
次

▽
青
年
部
長
�
松
崎
伸
也
▽
婦
人

部
長
�
倉
右
眞
知
子
▽
特
別
執
行

委
員
�
藤
牧
健
男
（
貨
物
担
当
）
。

岡
山
地
本

執
行
委
員
長
�
後
藤
利
明
（
総

括
、
政
治
、
共
闘
）
▽
執
行
副
委

員
長
�
尾
添
和
好
（
業
務
部
長
、

企
画
、
関
連
企
業
、
退
職
者
、
新

幹
線
協
議
会
）
▽
書
記
長
�
中
浜

英
昭
（
企
画
全
般
、
総
務
・
財
政

部
長
、
業
務
、
法
対
、
共
闘
）
▽

執
行
委
員
�
片
岡
有
宏
（
組
織
部

長
）
、
片
岡

公

夫
（
教

育
・
宣

伝

部
長
）
、
松
浦
善
郎
（
調
査
部
長
）

▽
会
計
監
査
�
倉
田
雄
二
、
西
原

浩
▽
経
営
協
議
会
委
員
�
久
世
浩

（
第
一
支
部
委
員
長
）
▽
団
体
交

渉
委
員
�
藤
田
哲
也
（
地
本
青
年

部
長
）
、
名
坂
智
勝
（
岡
山
車
掌

区
分
会
執
行
委
員
長
）
、
市
川
勝
昭

（
岡
山
運
転
分
会
執
行
委
員
長
）
。

１０月２９日の派遣法の抜本改正を求める集会

派遣法の抜本改正を
日比谷野音で「共同行動」

○
…
派
遣
法
改
正
へ
向
け
、
厚

労
省
の
労
働
政
策
審
議
会
で
労
働

側
委
員
が
奮
闘
し
て
い
る
。
政
権

交
代
で
派
遣
法
の
抜
本
改
正
を
検

討
す
べ
き
審
議
会
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
使
用
者
と
公
益
委
員
が
改
正

に
抵
抗
。
そ
れ
に
対
し
て
、
労
働

側
が
抜
本
改
正
を
強
く
主
張
し
て

い
る
。

○
…
長
妻
厚
労
相
は
今
年
１０

月
、
派
遣
法
の
法
改
正
を
諮
問
し

た
。
論
点
は
登
録
型
派
遣
、
製
造

業
務
派
遣
な
ど
の
原
則
禁
止
、
違

法
派
遣
の
み
な
し
雇
用
、
均
等
待

遇
な
ど
１０
項
目
で
あ
る
。
今
年
７

月
、
廃
案
と
な
っ
た
民
主
な
ど
旧

３
党
法
案
を
踏
ま
え
た
諮
問
と
い

え
る
。

○
…
と
こ
ろ
が
、
審
議
会
で
は

公
益
委
員
が
、「
昨
年
の
（
旧
政

府
）
法
案
を
ベ
ー
ス
に
審
議
し
た

い
」「
国
際
競
争
を
前
提
に
」
と

い
う
し
ま
つ
。
旧
政
府
案
は
日
雇

い
派
遣
の
一
部
禁
止
を
規
定
し
た

だ
け
の
も
の
だ
。
使
用
者
側
も

「
製
造
業
派
遣
禁
止
は
職
業
選
択

の
自
由
を
奪
う
憲
法
違
反
」「
企

業
は
仕
事
を
海
外
に
移
し
、
雇
用

喪
失
に
つ
な
が
る
」「
直
接
募
集

は
煩
雑
で
時
間
も
か
か
る
」
と
、

改
正
反
対
へ
巻
き
返
す
。

○
…
労
働
側
は
、
１４
万
人
以
上

も
の
人
間
使
い
捨
て
の
派
遣
切
り

に
対
し
て
「
雇
用
者
責
任
の
な
い

間
接
雇
用
が
派
遣
労
働
の
問
題
の

根
源
で
あ
り
、
抜
本
改
正
が
必
要

だ
」「
法
令
を
守
ら
ず
、
手
を
汚
さ

ず
安
易
に
ク
ビ
を
切
る
企
業
へ
の

社
会
的
批
判
を
認
識
す
べ
き
だ
」

「
製
造
派
遣
で
現
場
力
は
低
下
。

直
接
雇
用
に
し
て
責
任
を
負
う
べ

き
だ
」
と
、
白
熱
の
論
戦
だ
。

○
…
日
本
経
団
連
の
幹
部
は

「
政
治
主
導
の
民
主
党
政
権
で
派

遣
法
検
討
（
の
場
）
を
審
議
会
と

し
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
」
と
評
価

す
る
。
公
労
使
の
構
成
と
は
い
え
、

財
界
が
喜
ぶ
よ
う
な
審
議
会
か
ら

の
脱
却
と
改
革
も
課
題
で
あ
る
。

○
…
「
派
遣
法
改
正
、
待
っ
た

な
し
」
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ

ー
の
枠
を
超
え
た
共
同
集
会
が
東

京
で
開
か
れ
、
約
２
５
０
０
人
が

参
加
し
た
。
国
会
で
は
派
遣
法
改

正
を
掲
げ
る
勢
力
が
多
数
。
鳩
山

首
相
も
改
正
を
明
言
し
た
。
そ
の

有
利
さ
を
生
か
し
つ
つ
、
改
正
に

抵
抗
す
る
財
界
の
包
囲
へ
共
同
し

た
運
動
展
開
が
望
ま
れ
る
。（
鹿
）

派
遣
審
議
会
で
労
働
側
奮
闘

エコ生活
鉄路沿線３０年

山上敏夫・元大船工場

ネ
パ
ー
ル
の
田
舎
で
の
ス
ナ
ッ

プ
だ
。
土
壁
と
椰
子
の
葉
の
屋
根

が
素
朴
で
私
は
好
き
だ
。
水
牛
は

農
耕
用
だ
が
、
交
通
手
段
に
も
使

わ
れ
て
い
た
。
民
族
衣
装
の
女
性

も
風
景
に
マ
ッ
チ
し
て
い
て
と
て

も
良
い
。

こ
う
し
た
風
景
を
背
景
に
小
さ

な
Ｓ
Ｌ
が
走
っ
て
い
る
の
だ
か
ら

た
ま
ら
な
い
。
何
日
居
て
も
飽
き

る
こ
と
は
な
い
。
ジ
ャ
ナ
カ
（
村
）

プ
ー
ル
（
水
）
と
い
う
村
で
１
９

９
２
年
に
訪
ね
た
と
こ
ろ
だ
。
周

辺
に
は
、
そ
の
村
の
名
の
通
り
い

た
る
と
こ
ろ
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

池
が
点
在
し
て
い
る
。

そ
の
池
を
水
牛
や
鳥
、
豚
な
ど

あ
ら
ゆ
る
動
物
が
共
有
し
て
使
っ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
人
間
も
行
水
、

洗
濯
な
ど
全
て
の
生
活
用
水
と
し

て
活
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
話
題
の
「
エ
コ
生
活
」
が
何

百
年
も
つ
づ
い
て
い
る
だ
か
ら

「
文
明
社
会
」
の
生
活
を
見
直
す

手
本
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
次
第

で
あ
る
。

（
ネ
パ
ー
ル
第
３
話
）
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